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平成29年度

公共事業再評価 （林道事業）

林道 大尾大日山線

経済産業部 森林・林業局 森林整備課



【事業概要】

計画延長：34,991m
全 幅 員：4.0m
受益区域：2,113ha
総事業費：4,950百万円
計画期間：H9～H36

〇目的

①森林資源の活用

②森林整備の効率化

○事業内容

森工区

島田工区

森工区

浜松工区

掛川工区



41年生以上
1,361ha

92％

【社会経済情勢等の変化】

受益区域：2,113ha

スギ・ヒノキ林：1,482h（70%）

○ふじのくに森林・林業再生プロジェクト

○森林資源の状況



H9～H28）

【作業道整備実績】

延長 16,987ｍ

【森林整備実績】延べ面積（ha）

造林・保育 利用間伐 主伐 計

84.8 701.2 11.9 797.9

（森林経営計画 657ha策定）



木材生産等便益 32.7億円

森林整備経費縮減等便益 65.2億円

計 97.9億円

【事業の投資効果】

○総費用（Ｃ） 63.5億円

○総便益（Ｂ） 97.9億円

費用対効果分析（Ｂ/Ｃ）＝1.54
（参考：前回Ｈ24評価＝1.79）



○急峻な地形や脆弱な地質に伴う開設単価の高騰

【事業の進捗状況】

モルタル吹付

事業期間
全体事業費
（百万円）

変更前 Ｈ９～Ｈ３４ ４，０００

変更計画 Ｈ９～Ｈ３６ ４，９５０

進捗率 （平成29年度末時点）

延長 ６９．２％ 24,236ｍ／34,991ｍ

事業費 ７２．７％ 3,602百万円／4,950百万円

○今後の見込

・既設の林道や作業道の改築区間の実施。



【コスト縮減の取組】

②補強土壁工等の導入

①地形に沿った路線線形の設定

⇒掘削土量・切土法面の縮減

⇒工事発生土の活用により残土量の縮減

③林道沿線での残土処理

⇒残土運搬経費の縮減＆木材の集積に活用

残土処理場 林道



【関係者の意見】
聴取した意見の内容 県の考え方

・森林管理や林業経営を行ううえで、大型車両
が通行できる林道は必要不可欠であり、早期
完成を要望する。

・災害時の迂回路や周辺の歴史・文化的施設
を連絡する道路としても効果が期待されるた
め、事業継続と早期完成を要望。

・早期完成を目指して、引き続
き事業を推進する。

・完成した区間を利用しているため、降雨後の

崩土除去などの定期的な維持修繕を望む。

・林道管理者の市町と協議しな
がら、完成後の維持管理に配
慮した設計、適切な維持管理
を行う。

※平成29年３月～４月聴取（森林所有者、森林組合、市町）



【対応方針案】

・費用対効果が認められる。

・人工林資源が充実し、早期の開通に対する
地元の要望が強く、林道を利用した森林整
備等が進んでいる。
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